	２５年度 第３回常務理事会議事録


１)日  時  平成２５年　６月１２日(水)１８：３０～２１：４５
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  
会　　長　　阿部　養悦

副会長　　山田　文夫、前谷津　文雄、小山　洋

理　　事　　立花　茂、大友　一匡、佐々木　昌浩、
　安彦　茂、長谷川　圭三、本舘広樹
　　　常務理事の現在数（会長、副会長を含む）１０名

　　のうち、

　　　　　　出席理事　　１０名

　　　　　　欠席理事　　　０名　
　　　常務理事会は成立した。
　　　・　その他の出席者

監事　三浦　康弘

常務理事会開催の辞を山田副会長が行い、会長挨拶で、阿部会長は５月３１日の平成２５年度第１回全国地域連絡協議会の報告と、フレシュマンズセミナー、多賀城市で行われた医療画像展の感想を述べ、議事に入った。
議事に先立ち、平成２５年度第２回常務理事会議事録（案）の確認が行なわれ、修正意見はなかった。

議長の阿部会長は、議事録作成者に山田副会長、
議事録署名人に長谷川　圭三事務局長、本舘広樹理事を指名し議事に入った。
４）議　事　　　　　　

①今後の行事確認
　６月　１日（土）　日本診療放射線技師会　第７３回総会

　６月　８日（土）　フレシュマンズセミナー
　６月　９日（日）　医療画像展（多賀城市）
　６月１２日（水）　第３回常務理事会
　６月１２日（木）　宮城医療安全研究会幹事会

　６月１４日（金）　第４支部総会・勉強会

　６月１５日（土）　技師会館清掃（ＯＢ部）

　６月２６日（水）　第２回理事会
　６月２９日（土）　宮城消化管撮影技術研究会
②議　題　　
１．平成２５年文化の日表彰候補者（保健衛生功労者）について
　立花総務部長より、資料を提出して、平成２５年文化
の日表彰者の推薦依頼について、推薦基準の説明と該
当者の推薦があった。

　以上について協議を行った結果、１６年と長きにわたり

理事を務めて頂いた石井出一氏を出席理事の多数が推薦することに同意し、次回理事会に石井氏を推薦することとした。
２．学術貢献ポイントについて
　大友学術部長より、資料を提出して、学術奨励賞後の
ポイントの取り扱い等について、審議提案が行われた。
· 取り決めとして、学術奨励賞授賞次年度は０ポイントからスタートし、学術奨励賞のポイントは年度末を持って精算することで意見がまとまった。

· 数名の理事から、現行のポイント制度の見直し、ハードルを下げた新人奨励賞を加えることや、発表内
容に対しての奨励賞や会長賞を授与できる諸規定を再構築してはどうかとの意見が出た。

以上の質疑等から、出席理事の全てが継続審議と
することに同意した。

３．写真コンクールについて
　佐々木福利厚生部長より、前回継続審議となった公益社団法人移行記念事業として「技師会写真コンクール」の開催について、再度の開催要項案（具体的な予算案）の資料を提出して、審議が行われた。

· 山田副会長からは、出展募集をどこまで行うかで主旨が変わってくることと、縮小案ではインパクトが足らないような気がするという意見が出た。

· 阿部会長は、今のタイミングでは公益法人移行の祝賀会事業を開催できないかもしれない。会は会員の会費で運営しているため、祝賀事業に対する支出を会員がどう考えるかである。

· 大友理事は、主旨は親睦であり、費用が掛かりすぎではないかと考える。

　以上の審議から、次年度に繰り越し案とすることで

出席理事の全てが同意し、承認した。

　このことについて、改正案として、会報やホームページに写真を掲載してもらうよう、広報事業として広報部が預かる形で担当してみてはどうかとの意見が出た。
　山田広報部長は会報等に会員からの写真を載せることに問題はないことを述べ、広報部が写真を公募することを賛同した。
　以上のことから、広報部事業として、具体的な提案を作成して、次回理事会に提案することを出席理事の全てが同意し、承認した。
４．研究会等の整備について
　阿部会長より、現在の研究会は、モダリティーごとにメーカーが共催で開催している。技師の放射線学の向上や入会に繋がるような技師会独自の研究会・同好会を立ち上げることについて意見が求められた。　さらに会長は、活動費も考慮していることを述べた。

· 出席理事の中から、どのような分野で、分科会・研究会を作りたいのかの質問が出た。

· 阿部会長は、メーカー共催で行っている研究会は、情報を聞くだけの一方通行になっているように見かける。もう少し情報や意見交換ができる会であるべきではないかと述べた。
· 山田副会長は、既存の研究会は歴史もあり、それとは別に分科会のようなものを立ち上げて周知していってはどうかとの意見を述べた。

－　立花理事は現時点では研究会の立ち上げは難しいが、共催として参加し、主催者と協議をしながら方向性を模索していく方法を取っていくのが良いと考を述べた。
－　前谷津副会長はモダリティにこだわらず、技師会ならではの独自性のある分野での研究会を企画してはどうかと述べた。

他にも多様な意見が出たが、このことに関しては、今後も検討していくこととして、質疑を途中終了した。
５．その他
①顧問弁護士、税理士委託契約更新について
　公益法人推進委員会の前谷津委員長（副会長）より、資料を提出し、５月２８日に高田弁護士、６月１０日に森内税理士と法人移行後の契約について懇談し、公益会計基準に基づく会計実務作成費用、公益監査人としての契約の是非、総会時の参加･説明等による相談について平成２５年度以降の顧問委託契約内容についての相談内容の報告を受け、更新内容の検討を行った。
　
以上、多様な意見が出たが、再度森内税理士と協議し、財務担当理事の役割軽減の契約内容と契約費用とを勘案して、更新内容を決めることで、出席理事の全てが同意し、承認された。
②　広報部　公文書の確認
　山田広報部長は会報広告依頼文の資料を提出し、確認を求め、公文書について確認を行い、出席理事の全てが同意し、承認された。
③　定年退職者への記念品贈呈に関しての手続き変更について
　佐々木（昌）福利厚生部長は資料を提出し、定年退職者への記念品贈呈に関しての手続き変更の提出を行った。内容は、平成２５年４月１日より高齢者雇用安定法の一部改正から、今後、退職者の情報把握が困難になる事を予想して、定年退職者に自己申告をしてもらう案である。また、これまでの定年退職者への対応、状況を説明して頂いた。
　この案に対して、時間の関係上、途中で協議を打ち切りとし、次回理事会で審議することを出席理事の全てが同意し、協議を終了した。
各部・委員会報告事項
1． 総務部
　立花総務部長は資料を提出し、６月８日開催のフレシュマンズセミナーの報告を行った。
参加者数：２５名　昨年より若干少ない人数である。

受講者へは修了証・手帳（日本放射線技師会から）、宮城県放射線技師会パンフレット・会報を配布した。
セミナー終了後にアンケート調査を行った。結果として、セミナーに参加した理由として、上司に勧められたが８７％、開催時期については適当であるが９６％、セミナーの時間については適当であるが５７％で長すぎた感が

多々あった。内容については９５％の方が参考になったという回答であった。新たに取り上げてほしい内容として被ばく相談で、具体的な回答を聞きたかったとあった。県技師会に対する意見・要望はなかった。
セミナー会計報告として、会場・設備費、講師謝礼、雑費等で１１７，２９０円（前年１２０，６８５円）支出した。日本診療放射線技師会から支援金６１，２８０円が後日入金される予定である。
　以上の報告、依頼に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
2． 学術部
　大友学術部長は資料を提出し、①技術講習会の案内配布行ったこと②第９回スキルアップカンファレンスの報告を行った。
参加人数：５１名（会員３１名、非会員２０名）
３．　法人部
　本舘法人部長は資料を提出し、①平成２５年度県民公開講座のこと②多賀城市での医療画像展開催状況のこと③漏洩線量測定のこと④ピンクリボンフェスティバル推進委員会会議のことについて報告が行われた。　①、②については詳しく会報ＭＡＲＴ　８０号に掲載するとあった。
４．　広報部
　山田広報部長は資料を提出し、ホームページ改修計画の報告と作業に関わる見積書を提出を行った。
①「社団法人」を「公益社団法人」に変更
②ロゴマークの変更

③トップページに「過去のお知らせ」ボタンを新設

④「宮城県放射線技師会について」の「会長挨拶」の更新

⑤「　〃　　」の定款の更新

⑥「　〃　　」の組織名簿の更新
⑦「　〃　　」の平成２３・２４年度各部各委員会名簿更新
⑧「　〃　　」のあゆみに２４年度分を追加
⑨「一般のみなさまへ」の「公益事業」の「あなたのため　

　の医療画像展」に平成１３年度以降分を追加

⑩「　〃　」の「公益事業」の「県民公開講座」に平成１３年度以降分を追加

⑪「　〃　」の「診療放射線技師を目指す方へ」の中の

　　　「診療放射線技師養成学校の中のＵＲＬを更新
⑫「一般のみなさまへ」の「お役たちリンク集」の中の
　　　リンク切れＵＲＬの更新

⑬「　〃　」の「　〃　」の「県内病院リンク集」の中の

　　　リンク切れＵＲＬの更新

⑭「会員のみなさまへ」の「各種申請書」の中に
　　　「会員情報更新申請書」を追加

⑮「　〃　」の「管理士・活動のあゆみ」に平成２４年度分

を追加
⑯「　〃　」の「各種リンク集」の中のリンク切れＵＲＬ

の更新
⑰「News &Topics」のカテゴリー分類を整理・統合

　⑫、⑬、⑯については広報部内で確認作業を行う。

　①、②、③、⑭に関して見積もり書の確認を求めた。

　以上の報告に対して①～⑰の項目に対する改修について、出席理事の全てが同意し、承認された。
　さらに、①、②、③、⑭に関わる作業見積書についても確認を取り、出席理事の全てが同意し、承認された。

－　入会員申請書を検索するのに、わかりづらいとの意見があり、早急に対応することとした。
５．　福利厚生部
　佐々木（昌）福利厚生部長は資料を提出し、平成２５年度ボーリング大会の報告を行なった。
参加者:２２名

優　勝：沼田　仁志さん

準優勝：大友　一匡さん

第３位：曽根　理さん
支出：３０，３７０円
　以上の報告に対して出席理事の全てが同意し、承認された。
6． 財務月例会計報告（平成２５年５月分）
①　収支報告

1． ５月３０日現金残高、３４８，９３３円

2． 手元現金化、郵貯　８５０，０００円

　　　　　　　　　七十七銀行　３１５，５２５円

3． 税理士・弁護士委託料３１５，０００円支払い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ２４年度分）

4． 県民公開講演　講師料５０，０００円支払い

5． 東北医療放射線学術大会負担金支払い

１００，６００円（５０３名×２００円）

6． 法人税７２，０００円支払い

7． 会報広告料　２社　６０，０００円　入金

8． 寄付金

１００，０００円（大山監事）

３０，０００円（原口元副会長

②　通帳残高報告
郵貯銀行　　残高　１，６２２，９７４円

七十七銀行　本店　　　残高　７２７，４５０円
〃　　　　　〃　　　 　残高　５，６１８，２９２円

　〃　　大学病院前　　残高　　９４５，９４８円

③　平成２４年度決算報告書の提出
７．事務局
　長谷川事務局長より、会員異動の資料を提出し、報告が行なわれた。
①　会員異動
１．　新入会　　
　　斉藤　奈美　　　赤石病院　　

北里大学医療衛生学部Ｈ１５年卒
２．　再入会　　なし
３．　県内異動　

　　小野寺　修　　　若林区保健福祉センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　→　青葉区保健福祉センター　

４．　転　出　　　
　　安藤　信哉　　　国立病院機構西多賀病院
→　　国立病院機構青森病院

5． 転　入　　なし
6． 退　会　　
新田　敏夫　　　自宅
会員数　　５０４名
賛助会員　
代表者変更　

　　日立アロカメディカル（株）　仙台支店

尾崎　則仁　　→　　近藤　豊泰
　　住所変更

　　　　バイエル薬品（株）東北支店

　　仙台市青葉区一番町１-９-１　仙台トラストタワー１７Ｆ
　
以上の報告に対して、出席理事の全てが同意し、承認された。
　②　新理事の名刺について
　前谷津副会長は新理事の名刺作成の見積書を提出し
確認を行った。

以上で全ての審議が終了し、議長の阿部会長を解任、山田副会長が閉会の辞を述べ、２１時４５分閉会とした。
２０１３年　６月１２日
議　　　　　長

会　　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　

常務理事   長谷川　圭三　㊞
常務理事  　本舘　広樹　㊞
